
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
五
十
四
号

海
難
審
判
法
施
行
令

（
海
難
審
判
法
の
施
行
期
日
）

第
一
条
　
海
難
審
判
法
は
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

（
審
判
官
及
び
理
事
官
の
資
格
）

第
二
条
　
審
判
官
及
び
理
事
官
の
任
命
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
　
一
級
海
技
士
（
航
海
）
又
は
一
級
海
技
士
（
機
関
）
の
海
技
免
許
（
船
員
法
及
び
船
舶
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
舶
職
員
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
甲
種
船
長
若
し
く
は
甲
種
機
関
長
の
免
許
又
は
船
舶
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
船
舶
職
員
法
第
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
一
級
海
技
士
（
航
海
）
若
し
く
は
一
級
海
技
士
（
機
関
）
の
免
許
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
、
当
該
海
技
免
許
を
受
け
た
後
二
年
以
上
近
海
区
域
若
し
く
は
遠
洋
区
域
を
航
行
区
域
と
す
る
船
舶

又
は
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
こ
れ
ら
に
準
ず
る
船
舶
の
船
長
又
は
機
関
長
の
経
歴
を
有
す
る
者

二
　
次
に
掲
げ
る
職
の
一
又
は
二
以
上
の
経
歴
を
有
し
、
そ
の
年
数
が
通
算
し
て
五
年
以
上
で
あ
る
者

イ
　
職
務
の
級
が
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
別
表
第
一
の
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
の
四
級
以
上
の
海
事
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
職

ロ
　
海
事
補
佐
人

ハ
　
職
務
の
級
が
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
別
表
第
四
の
公
安
職
俸
給
表
（
二
）
の
四
級
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
級
以
上
の
海
上
保
安
官
又
は
職
務
の
級
が
同
法
別
表
第
二
の
専
門
行
政
職
俸
給

表
の
三
級
以
上
の
船
舶
検
査
官
若
し
く
は
海
技
試
験
官
若
し
く
は
運
輸
安
全
委
員
会
設
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
船
舶
事
故
等
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
事
故

調
査
官

ニ
　
大
学
の
船
舶
の
運
航
若
し
く
は
船
舶
用
機
関
の
運
転
に
関
す
る
学
科
の
教
授
若
し
く
は
准
教
授
又
は
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
（
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
旧
独
立
行
政
法
人
航
海
訓
練
所
を
含
む
。
）
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
教
育
機
関
の
こ
れ
ら
の
職
に
相
当
す
る
職

三
　
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
簡
易
裁
判
所
判
事
の
任
命
資
格
を
有
す
る
者

（
審
判
官
及
び
理
事
官
の
定
数
）

第
三
条
　
審
判
官
及
び
理
事
官
の
定
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
審
判
官
　
二
十
五
人

二
　
理
事
官
　
二
十
三
人

（
鑑
定
料
等
）

第
四
条
　
海
難
審
判
法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
鑑
定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
鑑
定
料
、
通
訳
料
又
は
翻
訳
料
の
額
は
、
鑑
定
、
通
訳
又
は
翻
訳
を
す
る
に
当
た
り
必
要
と
し
た
特
別
の
技
能

の
程
度
又
は
こ
れ
に
要
し
た
時
間
及
び
費
用
を
考
慮
し
て
海
難
審
判
所
が
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
五
月
三
一
日
政
令
第
一
六
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
六
年
四
月
二
日
政
令
第
九
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
六
月
三
〇
日
政
令
第
二
〇
六
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
海
難
審
判
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
い
て
一
年
以
上
の
海
難
審
判
庁
審
判
官
、
海
難
審
判
庁
理
事
官
又
は
海
難
審
判
理
事
官
の
経
歴
を
有
す
る
者
は
、
改
正
後
の
第
三
条
に
規
定
す
る
任
命
資
格
を
有
す
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
別
表
第
一
一
般
俸
給
表
（
以
下
「
一
般
俸
給
表
」
と
い
う
。
）

の
職
務
の
級
が
十
級
以
上
の
海
難
審
判
庁
事
務
官
、
船
舶
検
査
官
又
は
海
技
試
験
官
の
職
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
三
条
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
職
と
み
な
す
。

４
　
一
般
俸
給
表
の
職
務
の
級
が
九
級
以
上
の
海
難
審
判
庁
事
務
官
、
船
舶
検
査
官
又
は
海
技
試
験
官
の
職
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
職
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
一
二
月
一
九
日
政
令
第
三
三
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
四
月
一
日
政
令
第
一
〇
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
三
月
二
五
日
政
令
第
四
三
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
地
方
海
難
審
判
庁
に
係
属
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
六
月
二
〇
日
政
令
第
二
一
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
六
月
二
二
日
政
令
第
一
九
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
七
月
一
〇
日
政
令
第
一
八
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
七
月
四
日
政
令
第
二
三
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
四
月
二
八
日
政
令
第
一
一
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
八
日
政
令
第
一
七
三
号
）

こ
の
政
令
中
、
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
（
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
四
月
一
六
日
政
令
第
八
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
四
月
一
一
日
政
令
第
一
二
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
九
月
二
七
日
政
令
第
二
八
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
九
月
二
八
日
政
令
第
二
五
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
九
月
三
〇
日
政
令
第
二
九
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
二
月
一
二
日
政
令
第
一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
船
員
法
及
び
船
舶
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
三
十
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
六
月
三
日
政
令
第
一
二
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
二
一
日
政
令
第
三
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
二
条
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
（
第
四
十
二
条
の
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
海
難
審
判
法
施
行
令

（
海
難
審
判
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
海
難
審
判
法
施
行
令
第
三
条
第
二
号
イ
若
し
く
は
ハ
又
は
第
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
職
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
海
難
審
判
法
施
行
令
第
三
条
第
二
号
イ
若
し
く
は
ハ

又
は
第
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
職
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
九
月
二
八
日
政
令
第
三
一
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
二
七
日
政
令
第
二
五
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
政
令
第
三
五
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
政
令
（
第
一
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
二
八
日
政
令
第
四
三
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
測
量
法
及
び
水
路
業
務
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
海
難
審
判
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
地
方
海
難
審
判
庁
に
係
属
し
て
い
る
事
件
の
管
轄
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
一
月
二
七
日
政
令
第
三
四
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
船
舶
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
二
月
一
日
政
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
海
難
審
判
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
海
難
審
判
法
施
行
令
第
三
条
第
二
号
イ
若
し
く
は
ハ
又
は
第
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
職
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
海
難
審
判
法
施
行
令
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
令
第
三
条
第
二
号
イ
若
し
く
は
ハ
又
は
第
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
職
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
九
日
政
令
第
八
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
八
日
政
令
第
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
助
教
授
の
在
職
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
け
る
助
教
授
と
し
て
の
在
職
は
、
准
教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

一
　
海
難
審
判
法
施
行
令
第
二
条

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
七
月
一
八
日
政
令
第
二
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
国
土
交
通
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ

り
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
従
前
の
国
の
機
関
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
機
関
」
と
い
う
。
）
が
し
た
認
可
、
指
定
そ
の
他
の
処
分
又
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
法
の
施
行
後
は
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
法
律
（
こ
れ

に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
令
」
と
い
う
。
）
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
相
当
の
国
等
の
機
関
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
機
関
」
と
い
う
。
）
が
し
た
認
可
、
指
定
そ
の
他

の
処
分
又
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

一

国
土
交
通
大
臣
（
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
土
交
通
省
設
置
法
（
以
下
「
旧
設
置
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
十
一
号
か
ら
第
二

十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

観
光
庁
長
官

二

航
空
・
鉄
道
事
故
調
査
委
員
会

運
輸
安
全
委
員
会

三

海
難
審
判
庁

海
難
審
判
所

四

船
員
中
央
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

中
央
労
働
委
員
会

五

船
員
中
央
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
七
号
及
び
第
九
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

交
通
政
策
審
議
会

六

船
員
地
方
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
に
係
る
事
務

（
不
当
労
働
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

不
当
労
働
行
為
事
件
が
係
属
す
る
船
員
地
方
労
働
委
員
会
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
労
働
委
員
会

3



七

船
員
地
方
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
労
働
組
合
法
に
係
る
事
務
（
不
当
労
働
行
為
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

労
働
組
合
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
委
員
会

八

船
員
地
方
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
に
係
る
事

務
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

労
働
争
議
が
発
生
し
た
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
委
員
会
（
当
該
労

働
争
議
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
中
央
労
働
委

員
会
）

九

船
員
地
方
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法

律
第
二
百
八
十
九
号
）
に
係
る
事
務
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

地
方
公
営
企
業
又
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
委
員
会

十

船
員
地
方
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
七
号
及
び
第
九
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
二
号
）
及
び
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律

第
百
十
三
号
）
に
係
る
事
務
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

当
該
船
員
地
方
労
働
委
員
会
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸

監
理
部
長
を
含
む
。
）

十
一
船
員
地
方
労
働
委
員
会
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
七
号
及
び
第
九
十
八
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
場
合
（
十
の
項
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限

る
。
）

当
該
船
員
地
方
労
働
委
員
会
の
所
在
地
を
管
轄
区
域
と
す
る
地
方
運
輸
局
に

置
か
れ
る
地
方
交
通
審
議
会

十
二
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
）
（
旧
設
置
法
第
四
条
第
九
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）

労
働
争
議
が
発
生
し
た
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
労
働
争
議

が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
厚
生
労
働
大
臣
）

２
　
旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
旧
機
関
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
申
請
、
届
出
、
申
立
て
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
改
正
法
の
施
行
後
は
、
新
法

令
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
、
新
機
関
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
、
届
出
、
申
立
て
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

３
　
旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
旧
機
関
に
対
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
事
項
で
、
改
正
法
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、

新
法
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
新
機
関
に
対
し
て
そ
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
相
当
規
定
を
適
用
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
二
十
四
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
九
日
政
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
五
日
政
令
第
八
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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